
令和４年度　学校評価のまとめ

生徒 保護者 教師

◯　教師が毎日の提出状況をしっかり把握できている。提出できない生徒

　は固定化しているので、できていない生徒は自覚しているのだろう。保

　護者からするとその内容などに不安があるか、家で学習する姿を確認し

　ていないのではないだろうか。

◯　他の結果を見ると宿題や宅習に取り組んでいるだけになってしまって

　いるのではないか。

◯　生徒の回答から、手を付ければ「取り組んだ」と考えている傾向がう

　かがえる。取り組む「内容」を充実させていくことが今後の課題だと思

　われる。

◯　宅習の取組では、生徒はおおむねできているが多い。教師は、ある程

　度できているが多く宅習の内容で差がついていると思う。

○　生徒の個人差はあると思うが先生方の努力は感じられる。

○　保護者や生徒は個人の評価であるが、先生方の評価は全体的に見ての評価だと思う。生

　徒の理解は、それぞれ違うので、一人ひとりに合せた取組を行う方が良いが、難しい部分

　もあるので、先生、友達に聞ける環境がもっとあるといいのではないかと思う。

○　９２％の生徒が家庭学習に毎日取り組むことができているが、授業内容をしっかり理解

　できてる生徒が２２％、ある程度が６４％である。ノートをうめるだけの家庭学習より、

　問題集を取り組んでみてはどうか。

○　僅かな時間での授業参観の中でも、全般的に比較的落ち着いた雰囲気で授業が行われて

　いる印象を持ちました。生徒たちの先生に対する反応もいいと感じられました。

　特に、ある教科でグループとなり、先生の課題に対して生徒の間でお互いに訪ね、教える

　様子には活気がみられました。一方的な知識の伝授とは違うものがあるように思いまし

　た。

○　２月４日に開催されました令和４年度「都城教育の日」推進イベントに参加し、小出泰

　久氏の講演の中で、パソコンを導入した事例の紹介があり、先生が生徒の理解度を把握す

　るために、ネットワークを通じて報告させて全員の理解度を次の授業にフィードバックさ

　せると共に、生徒どうしもネットワークにより生徒それぞれの考え方や理解度を知ること

　ができ、クラス及び学年も向上し、最終的には学校全体がレベルアップになる。このよう

　なことから、パソコン導入による教育改革の時代に突入しているとの認識を持ちました。

○　授業内容の理解度に関しては、教師の評価が高いのはどのように解釈したらよいのだろ

　う。

○　分からないことを先生や友達に尋ねるなど「学び合い」が定着しているのは素晴らしい

　ことだと思う。

○　授業で分からないところを先生や友達と話し合える様子がうかがえた。

○　コロナ禍でもそれぞれ工夫された授業が行われ学校、先生、生徒が一体となった姿が目

　に写った。

○　特に、３年生は目標をしっかりと立て、それぞれに向かって頑張っている様子がうかが

　えた。

3.0

④　宿題や宅習
などの家庭学習
に毎日取り組む
ことができた。

3.5 3.3 3.4
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①　授業の内容
をしっかり理解
できていると思
う。

3.1 2.9 3.0

②　授業の内容
で分からないこ
とに時間をかけ
て取り組むこと
ができた。

3.0 2.6 3.1

◯　我が子が、授業についていくことができていないのではないかと不安

　に思う保護者が見られる。学習内容の理解については関心が高く、もっ

　と理解してほしいと感じているのではないか。

◯　教えている側（教師）は生徒の理解度の幅があることを考慮しないと

　行けないのではないか。「あまり」「ほとんど」と答えている生徒への

　支援方法を考えていくべきだと感じました。

◯　生徒自身の評価が高い傾向にあることは、先生方の取組の成果である

　といえる。保護者の「あまり」という評価が多いところは、まだまだ頑

　張ればできるという期待の表れではないかと感じる。

◯　教師は、おおむね理解できているの回答で１００％になっている。生

　徒の割合も多いが、理解できていない生徒もいる。

③　授業で自分
の分からないと
ころがあった
ら、先生や友達
に尋ねることが
できた。

3.3 2.6 3.0

◯　分からないところをそのままにしている生徒が少ないように思われ

　る。

◯　保護者は生徒に対して分からないところを時間を掛けて取り組んでい

　ると思っていない。「時間をかける」ことのできる機会や方法を教師と

　生徒や家庭が共通理解していくべきだと感じます。

◯　保護者の評価が低い傾向にあるのは、授業時間内で時間をかけて取り

　組むことができていないという評価ではないかと感じる。

◯　平均は、生徒と教師はほとんど変わらないが、内訳では時間をかけて

　取り組んでいない生徒は２３.９％もいる。

◯　生徒自身は分からないところの認識がそれぞれの立場で異なるように

　思われる。

◯　分からないところを生徒や友達に聞ける生徒は固定化されているので

　はないか。

◯　保護者の回答が低いのは、尋ねていたとしてもわかっていないと感じ

　ているせいか。「尋ねる」ことと「わかる」ことの差を埋めていきたい

　が。

◯　分からないことを先生や友達に尋ねた生徒が８割を超えていることか

　ら、自ら解決したいと思っている生徒が多いことが分かる。

◯　生徒の評価が比較的高いのは、「学び合い」に取り組まれている成果

　ではないかと感じる。

◯　教師は、ある程度できているで１００％になっている。若干んの生徒

　ではあるが、分からないままにしている生徒がいる。

取組 項目

自己評価

自己評価に対する学校の分析・考察

学校運営協議会委員の意見

４段階評価の人数の割合（％）
４段階評価の平均 評価

平均
意見・感想
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◯　生徒の意識と実際の行動の認識の差が現われているのではないか。自

　分では分かっているが自分の行動を客観的にみることができていない。

◯　どのカテゴリーにおいても評価が高いが、生徒と保護者の「あまり」

　「ほとんど」に数値が付いていることを教師側は理解しなけ

　ればならない。

◯　ほとんどの生徒が好意的に答えているので、普段の活動や保護者の教

　育が功を奏していると考えられる。

◯　生徒は、おおむねできていが多いが保護者、教師はある程度が多い。

　言葉遣いなどからそう思われるのかもしれない。

◯　挨拶の状況はよい。

◯　「あまり」の数値において、保護者・教師と生徒の数値とで差がある

　ことから、生徒は挨拶や言葉遣いが出来ていると思っていても、そうで

　はないということが分かる。

◯　生徒の評価が高いので、今できていることを称賛しつつ、さらに場に

　応じた言葉遣い等を自ら考え工夫できるようにさせていきたい。

◯　生徒は、おおむね出来ていると思っているが、保護者や教師から見る

　とまだ不十分であると思われている。挨拶や言葉遣いについては、今後

　も指導が必要。

◯　ほとんどの生徒はよくできていると思われる。

◯　家庭での規則正しい生活習慣に課題があるのではないか。

◯　多くの生徒が遅刻せずに規則正しく生活できている。今後も家庭と連

　携していきたい。

◯　生徒、保護者共におおむねと答えている人数がほぼ同じである。家庭

　の協力がみられる。しかし、まだ生活習慣が身についていないと思われ

　ている保護者、自己反省をしている生徒もいる。

○　考える子供ができていると感じた。

○　声が小さくても、挨拶をしてくれているので、気持ちが伝わってくる。しかし、挨拶を

　するのが難しい生徒がいるのではないかと思う。

○　先輩に対しての言葉遣いが気になる時がある。

○　挨拶や言葉遣いについて、生徒はできているという意識のようだが、教師はある程度で

　きているとの評価である。教師側が不足に思うところを具体的に生徒に伝え、全体的に目

　指す像を共有してみてください。

○　「百人一首大会」では１年生と３年生の対戦を主に見学しましたが、３年生は１年生を

　侮らず、１年生は３年生に敬意を持って接していたように感じられました。違う年代

　（？）の生徒たちが直に同じ問題のもとで向き合う機会は今後も大事にしていく必要があ

　ると思いました。

　　また、「立志式」では、皆の前でためらうことなく座右の銘について自信を持って話す

　姿が頼もしく感じました。

○　勉強も大事だが、部活動等を通じて相手を思いやる心を身につけることも大事であるこ

　とから、学校側としても部活動の指導等、土・日・祭日も練習試合で大変と思われるが、

　文武両道の観点からも協力をお願いしたい。

○　登下校時や授業参観日のみの評価になるが、挨拶は大変良いと思う。小学生よりも中学

　生の方が良い。

○　生徒同志の仲がとてもよいように見受けられる。

○　コロナ禍での体育大会など状況に応じた取組が生徒を中心に行われ、生徒達の連帯感を

　感じた。制限が厳しい中での生徒間の友情の大切さを具体的日常の会話の大切さ等、それ

　ぞれが共有化できている。

○　挨拶がしっかりできる生徒が多くなってきた。

○　弱者に対する思いやりを大切にしている生徒達であると感じる。

3.3
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⑤　自分のこと
を大切に思い、
相手のことも思
いやる心が身に
ついた。

3.5 3.3 3.3

⑦　先生や友達
にしっかりとし
た「あいさつ」
と適切な「言葉
遣い」ができ
た。

3.6 3.3 3.1

⑥　遅刻や欠席
のない規則正し
い生活習慣が身
についた。

3.6 3.5 3.4
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◯　生徒は出来ていると思っても、保護者はそうではないと思っている。

◯　生徒の評価と保護者や学校の評価の差から、意識の差がうかがえる。

◯　保護者のあまり・ほとんどできていないという回答が多くみられる。

　家庭での規則正しい生活に関しては、保護者の責任になる。⑧との関連

　も影響しているのではないかと思われる。

◯　感染対策は十分に出来ているのではないか。

◯　概ねよいと思われる。

◯　感染症に対しての行動は、ある程度できている。教師のあまりできて

　いないとの回答は、最近の生徒の様子からマスク着用や消毒がなれ合い

　になっているからだと思われる。

◯　生徒と保護者・教師とで数値のギャップが大きすぎる。ルールや使い

　方において困っている家庭が多いのではないか。

◯　生徒の評価と保護者や学校の評価の差から、意識の差がうかがえる。

　今後も継続した指導が必要であると思われる。

◯　他の項目に比べると、「あまり」と回答した割合が高いことから家庭

　でのルール作りやルールを守ることへの取組みを行う必要がある。また

　生徒自身にはその認識が低いことも問題である。

◯　生徒と、保護者や教師との回答の差がある。特に保護者は、家庭での

　過ごし方を見ているので、できていないという数値が多いと思われる。

　家庭でのルールを保護者と共に確認する指導が必要と思われる。

○　若干帰宅時に横並びで帰る子達を見うけられたが…。

○　生徒はできてるいると思っているが、保護者、先生との差がある。生徒へ本当にルール

　が守られているのかどうか問いかけていく必要があるのではないかと思う。先生だけでな

　く、保護者の声かけ、指導が、一番大切になってくるのではないかと思う。

○　通りすがりで出会った生徒からのいきいきした挨拶は、小学生とは違う、これから大人

　に近づく一歩を感じさせられ、こちらも自然と挨拶を返していて、地域の方々も多くはそ

　うした気持ちを持つのではないかと思いました。

　　制限下の郊外で見かけた生徒たちの多くは定められたとおりマスクの着用をしていまし

　たが、今後マスクの取り扱いが変わる中で、手洗いなどは「なれ合い」でも習慣化してい

　くことが大事だと思いました。

○　ゲームや携帯の長時間使用で授業中眠そうになるなどあれば、先生から保護者へ伝えて

　もらってもいいのではないか。

○　先生や保護者は生徒の全ての行動が把握できる訳ではなく、生徒同士で時間を忘れて

　ゲーム等をやっていると思われるので、保護者がある一定のルールを作ってやるべきでは

　ないか。

○　ゲームや携帯の管理が１番の問題になると思うが、保護者と生徒間の決め事が大事なの

　では。

○　１日の生活リズムをしっかり守っている子供は、学校での遅刻や授業中のいねむりもな

　いように、常日頃から家庭で、学校で、自分自身の日課を正しく知る必要があると思われ

　る。そしてその事を確実に実行できる子供が、自立心をもつことができ、責任感がでてく

　る。

2.8
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⑧　ゲームや携
帯のルールを守
り、翌日の学校
生活のさまたげ
にならなかっ
た。

⑩　「早寝・早
起き・朝ご飯」
を心がけ、規則
正しい生活を送
ることができ
た。

3.4 3.0 3.3

3.5 2.9 3.2

⑨　マスクの着
用と消毒を徹底
し、感染症に対
する行動ができ
た。

3.8 3.6 3.7
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◯　各学年、総合で良く取り組んでいる。

◯　保護者の「あまり」の数値が高いことから、生徒は家庭で将来や進路

　の話をあまりしていないのではないか。

◯　生徒の評価と保護者や学校の評価の差から、意識の差がややうかがえ

　る。今後はさらに地域の良さを学ぶ機会を保障していくべきである。

◯　キャリア教育を１年生からしっかり取り組んでいる成果ではないかと

　感じる。

◯　教師は、学活や総合学習を通して学ぶ機会があると感じているが、保

　護者はあまり・ほとんど感じていないが２４．８％いる。もっと保護者

　に知らせていくと必要がある。

◯　行事のようすについては、教師側はなかなか把握が難しい。コロナや

　部活動などで参加もしにくくなっているのではないだろうか。

◯　地域の行事には今後積極的に参加していくよう呼びかけが必要であ

　る。

◯　学校と家庭の評価の差が見られるが、学校が把握していないのか、気

　になる。学校としてはさらに地域と連携を図る必要があると考えさせら

　れる。

◯　地域の行事が行われているかはよくわからない。

○　コロナ禍のためだけれどもこれは仕方のない事だと思う。

○　コロナで地域の行事の中止が多く参加できなかった。

○　行事があっても、部活動等を優先するので、参加が難しい。

○　運動会での、看護ボランティアは、近くで見られる仕事ではないかと感じた。保護者は

　色々な専門の仕事をしているので、色々な場面でボランティアを募るのは、生徒が様々な

　仕事を見る良い機会だと思う。

○　地域の行事に学校単位で参加するのは難しいと思う。学年でボランティア活動をするな

　ど、地域との関わりを持てたらいいと思う。

○　ここ３年間地域の公民館などの活動が新型コロナのために自粛され、生徒たちも参加が

　かなわない面があると思いますが、今後は、まず学校側（協議会委員も含む）が主体とな

　り、地域からの様々なイベント等の情報を提供してもらうよう依頼し、さらに生徒たちに

　対しては積極的な参加を呼び掛けるとともに、加えて地域に対しても生徒の参加を容易に

　するような受け入れを促していくことが必要だと思います。

○　我々の地域では、コロナ禍になる前は地域での「収穫祭」の行事で地域住民等と一緒に

　取り組んでいる。また、通学時や地域で会っても挨拶はほとんど全員の生徒ができてい

　る。

○　将来の進路等について、学校の分析では、生徒は家庭であまり話をしていないのではと

　有るが、保護者の意識の問題ではないかと思う。食事の時など、保護者が自分の仕事や職

　場に関する事や知人等の仕事の事など、今後の世界情勢の変化等を生徒に話して聞かせる

　ことが大事だと思います。保護者の意識付けのためには、学校側から機会あるごとに話し

　てもらったり周りの大人達も保護者に語りかける努力をしないといけないと考えていま

　す。キャリア教育の時間は都合のつく保護者も参加できるようにしたらよいと思います。

○　地域との連携に関しては、コロナも緩んできているので、コロナ以前に実施してい

　たように、各地区ごとに公民館長を囲んで地区の特徴や行事等の紹介や説明をしても

　らうとよいと思います。公民館長も自分の地域の生徒の顔を知ることができると思い

　ます。（館長だけでなく、地区役員さんも来てもらっては）

○　毎週の校長室だよりは素晴らしいです。校長自らいろいろと勉強されて、保護者や

　生徒に伝えられる姿に読む側も発奮するのではないでしょうか。

○　地域、家庭でもいろいろな制限をうけながらも積極的に取り組んでいる様子がうか

　がえる。

○　伝統文化や歴史を学ぶことで子ども達が故郷を愛する心を育んでほしい。

○　課外授業も今以上に積極的に取り組んでほしい。

2.8
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⑪　将来の進路
や生き方、自分
の住む地域の良
さを学ぶことが
できていると思
う。

3.3 2.9 3.3

2.4 2.2 3.0

⑬　学校ＨＰや
校長室だより、
学年・学級通信
その他の文書を
通して学校の事
情がきちんと伝
わっていると思
う。

3.3 3.0 3.4

⑫　地域の行事
に参加すること
ができた。

◯　sigfyなど、ネットの活用で学校の情報が伝わりやすくなった。

◯　学校側は、文書を配布しているが、全家庭にきちんと伝わっているわ

　けではないので、様々な手段を使って行く必要がある。

◯　学校の努力を評価していただけていると思う。加えて、文書だけでは

　説明できない個々に応じた説明等にも力を注ぎたい。

◯　生徒は、おおむね・ある程度で９０．４％で、保護者に通信等を見せ

　ている生徒が多い。保護者の回答では、あまり・ほとんどが１７．６％

　で伝わっていない家庭もある。今後も、必ず保護者に見せる指導をして

　いく必要がある。


